東北地域大学間連携夏季インターンシップ参加にあたって学生が実施する
新型コロナウイルス感染防止対策（学生用マニュアル）

岩手大学　学生支援課　キャリア支援グループ
岩手県立大学　キャリアセンター
盛岡大学　就職センター
１　遵守する基本事項
　　・　インターンシップ参加にあたっては、以下に掲げる感染防止策を徹底し、実習先の従業員および利
　　　用者（顧客等）、参加学生への感染防止を最優先に行動すること。
　　・　インターンシップ参加前２週間～実施中の期間に発熱や咳などの風邪様症状等を発症した場合
　　　は、程度の大小に関わらず直ちにインターンシップ先への訪問を中止すること。
　　・　参加前２週間～参加後２週間の間に上記の症状を発症した場合は、「受診・相談センター（旧帰国
　　　者・接触者相談センター）」もしくは「かかりつけ医」にご相談すること。その後、所属大学のイン
　　　ターンシップ担当宛てへ電話で連絡をすること。

２　健康記録について
　　(1) 対面形式のプログラムを含むインターンシップに参加する学生は、参加初日の２週間前～実習
　　　中は別紙１の健康記録票に記入し、所定のタイミングで所属大学のインターンシップ担当に提出
　　　してください。（期限までに提出が無かった場合は、インターンシップに参加できません。）  
　　(2) インターンシップ終了後の２週間は、別紙１の健康記録票を活用して各自で健康観察を行ってく
　　　ださい。終了後の２週間分の健康管理票の提出は必要ありませんが、新型コロナウイルス感染
　　　症の感染が疑われる場合は速やかに報告してください。

　　< 健康記録票の提出タイミング （計２回）>
　　【１回目】　　参加初日の『土日祝日を除く』前日の朝の記録後、その日の正午まで。
　　　　　　　　　　例）2月22日（月）が参加初日の場合、２月19日（金）の正午まで。
　　【２回目】　　インターンシップ最終日の夜の記入後、翌日の17:00まで。 
　　< 提出先及び方法 >
　　各大学により異なります。インターンシップ担当の説明、指示に従って提出してください。

[bookmark: _GoBack]３　遵守する感染防止対策
　(1) 健康観察中に発症した風邪症状について、季節によるアレルギーや天候による頭痛等、日常的な症状で
　　ある場合は、インターンシップへの参加可否について、まずは所属大学のインターンシップ担当にご相談
　　ください。
　(2)  参加２週間前～参加中は、３密の回避、マスク着用、手指消毒、手洗い等の感染防止策を特に
　　 徹底してください。
　(3) (2)のほか、受入事業所の実施する感染防止対策に関する指示に従い、遵守してください。
　(4) 大学および受入事業所がインターンシップの中止を判断した場合はその指示に従ってください。
